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女性管理職白書

株式会社mog



女性管理職白書の発行にあたって

株式会社mogは、「『生きる』と『はたらく』をもっと近くに。」をビジョンに掲げ、

ワーキングママのキャリア支援を行う会社です。

事業を通じて、女性が企業内で活躍し、キャリアを切り拓いていくには

管理職層の多様化が必要であると強く感じています。

女性リーダーを増やすために、企業には何が求められているのか。

そのヒントを得るために、女性管理職として活躍している方々の声を聴き、

独自に調査することで、これまでのアンケートでは見えてこなかった課題を

浮き彫りにしたいと考えました。

この女性管理職白書が、日本の企業における女性活躍の一助になれば幸いです。
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管理職女性調査の概要

調査対象： 企業で正社員として働いている管理職の女性

調査期間： 2021年2月～4月

調査方法： mog社員による1時間ほどのオンラインヒアリング

インタビュー対象者 ： 103人
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調査結果【回答者の属性：会社】

会社の規模は多種多様
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調査結果【回答者の属性：業界】

回答者の業界はサービス業がもっとも多い

41%

17%

14%

11%

業界

サービス業
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調査結果【回答者の属性：年齢】

36~40歳

36%

41~45歳

26%

46~50歳

18%

年齢構成

56~60歳 3%
26~30歳 4%
51~55歳 6%
31~35歳 7%

回答者の年齢は30代後半・40代前半が全体の6割以上を占める
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調査結果【回答者の属性：職種】

職種は企画・マーケティングがもっとも多く、次いで営業、事務・管理となっている
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調査結果【回答者の属性：個人】

• 既婚・子どもありが全体の6割

• 子どもの人数は1人が5割

• 第1子の年齢は未就学児が約半数
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調査結果【管理職になった年齢】

管理職になった年齢は30代前半が中心。

会社の従業員規模で見ると、社員規模が10,000人以上はほかと比べ、管理職になる年齢が30代後半と遅め
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調査結果【管理職の意向の高さ】

管理職の意向が低かった人が半数以上

低
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管理職の意向が高い人の理由は「評価されたい」

調査結果【管理職の意向の高さ：高い人の理由】
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評価されたかった

管理職になることにより裁量が増えると思った

女性管理職を増やしたかった

キャリアアップしたかった
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（回答者数）
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調査結果【管理職の意向の高さ：低い人の理由】

低い人の理由は「プレイヤーとして働きたい」が最多
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【参考】調査結果「管理職の意向の高さ」に対するコメント

業界 社員規模 回答

不動産業 5,001~10,000人 管理職になることが目的ではなく、正当に評価してほしかった。

ソフトウェア/
情報サービス業 5,001~10,000人 管理職は実績のある証明だと思ったし、やること、裁量が増えるのは魅力的だった。

製造業 10,001人以上 管理職にならないと見えない世界があると思ったから。

不動産業 5,001~10,000人 営業職だったので管理職になった方が大きなお客様を担当できて評価が上がると思った。

サービス業 101~500人 仕事が好きで管理職になればもっとおもしろい仕事ができると思ったから。

サービス業 1,001~5,000人 経営に近いところにどんどん行きたいと思っていた。言われたことをやるよりも仕事をつくり出したいと思った。

調査/
マーケティング関連 101~500人 当時管理職がいなかったので、女性管理職を増やしていきたいと思っていた。

ソフトウェア/
情報サービス業 101~500人

強い管理職意向があったわけではないが、会社の社風を変えたいと思っており、
変えるには管理職になるしかないと思った。

サービス業 0~100人 会社にいたら当たり前のように管理職を目指さないといけないと思っていた。

サービス業 10,001人以上 当時の管理職にあこがれていた。

サービス業 1,001~5,000人
上司から、出産後に管理職になるのは大変という話を聞いて結婚する前に管理職になっておきたいと考えて
意識的にキャリアを積んできた。

サービス業 10,001人以上 子どものころからリーダータイプで、チームをまとめたり組織として成果を出すのが好きだった。

サービス業 10,001人以上 部下の育成に興味があったから。

管理職意向が高い回答者の主な回答内容
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【参考】調査結果「管理職の意向の高さ」に対するコメント

管理職意向が低い回答者の主な回答内容

業界 社員規模 回答

サービス業 10,001人以上 自分には向いていないと思っていた。もともとはスペシャリスト志向で、現場から離れたくないと思っていた。

ソフトウェア
/情報サービス業 5,001~10,000人

もともとは管理職意向が低く、私には絶対無理だと思っていた。男性管理職がほとんどの職場のため、
ロールモデルとなるような女性がいなく、男性的な管理職像は自分のスタイルとは違うと思っていた。

サービス業 10,001人以上 自由にやりたいと思っていたし、プレイヤーが楽しかった。管理職は大変そうに見えた。

金融/保険業 101~500人
管理職なることは考えていなかった。大変そうに見えたし、そんなに仕事をしたいわけではなかった。
かつ、周りにすてきだと思う女性がいなかった。家庭と両立している人はおらず、
男性と肩ひじはって働いている人しかいなかった。

製造業 10,001人以上 ⾧いモノに巻き込まれる・言いたいことが言えない・組合からも守ってもらえないイメージ。

サービス業 1,001~5,000人 上がるか、産むかの2択だった。

サービス業 1,001~5,000人 結婚願望が強く、母が専業主婦で幸せそうだったので、自分も結婚して子どもをつくるのが第1目標だった。

出版/印刷関連産業 101~500人
上司は社内外に人脈が多く、発言力も強い人だったので、自分はそのようなリーダーシップは発揮できないと思った。
人前に出て組織を引っ張るのは自分にはできないと思っていた。

サービス業 10,001人以上 選択肢になかった。ある程度、自分の好きな仕事で生活できればいいと思っていた。

サービス業 10,001人以上
人を管理したり、上から指導するということが向いてないと思っていた。遠いもののような気がしていた。
男性の上司が多く、女性の上司は特別感があった。
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調査結果【管理職になった流れ】
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上司からの推薦

なりたいと思ったため

それまでの仕事の延⾧ととらえたため

昇格試験

ポジションが空いたため

マネジメントに興味を持ったため

そのほか

半数以上が上司からの推薦を受けて、管理職に就任。また、約1/3が管理職就任時に管理職意向があり。

また、管理職になる直前に、助走期間としてチームマネジメントを任せられていたことから、

その延⾧として管理職になる方も2割ほど存在
上司からの推薦

・適性による上司の推薦
・意向確認、推薦理由、期待値の説明のない推薦

なりたいと思ったため

・上を目指したい/身近に感じていた/自らかけ合った

それまでの仕事の延⾧ととらえたため

・管理職就任前はリーダーとして仕事をしており、
従来の仕事の延⾧だと感じていた

昇格試験

・上司推薦/評価/TOIEC/筆記試験

ポジションが空いたため

・ポジションが空いたため

マネジメントに興味を持ったため

・リーダー業務を通じて、マネジメントのおもしろさ、
特に人を育てる楽しさを知った
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調査結果【管理職を意識するようになったきっかけ・タイミング】

上司の推薦 (回答数：55)
業界 社員規模 回答

ソフトウェア/
情報サービス業 501~1,000人

部門の役員が評価の対価として、マネジャーへの昇進を打診してくれた。
想定はあまりしていなかったものの、評価してもらったことはうれしかった 。

調査/
マーケティング関連 1,001~5,000人 上司に意向も聞かれず「推薦する」と言われた。入社と同時にできた部署で、当時はどんどん上がっていける環境だった。

ソフトウェア/
情報サービス業 10,001人以上 育成などに興味がなく、すすめられて仕方なくなった。まだやりたいと思わない 。

出版/印刷関連産業 101~500人
営業成績が良く、チームマネジメントも任されていた。上司から推薦を受けたものの、断ったところ、当時の社⾧に呼び出され、
「管理職を断るということは退職を考えるということだ」と脅されて、それぐらいのことなんだとびっくりした 。

ソフトウェア/
情報サービス業 101~500人

ある日突然、「組織都合で来月から管理職」と言われた。管理職になったら何が変わるのか、
何が評価されて管理職になったのかなど、一切説明がなく不安だった 。

金融/保険業 101~500人

上司から管理職への打診があり、自信がなかったので「できるわけない」と伝えたところ、
「そんなことはない、100点を取れる人なんていない、すべてを分からなくても大丈夫」と言ってくれた。
それをきっかけに海外とのテレカンなどで意識してみてみたら、グローバルだと女性の管理職でいきいき働いている人が多く、
自分もやってみようかと思えるようになった。

サービス業 0~100人
現職の社⾧から話があり、このままプレイヤーでいくかマネジメントでいくかという話し合いがあった。
会社としては成⾧のタイミングであり、個人としてではなく組織として成果を上げてほしいと言われた。
会社も業界も好きで、この市場を変えたいと思っているので、自分としても納得して受け入れた 。

ソフトウェア/
情報サービス業 1,001~5,000人

手を挙げて管理職になりたいということではなかったが、〇年働いたらマネジャーに着任と決まっていた。
1年半前から上司がエントリー、育成プランを聞いていて昇格した。
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調査結果【管理職を意識するようになったきっかけ・タイミング】

なりたいと思ったため (回答数：35)
業界 社員規模 回答

製造業 1,001~5,000人
せっかくやるんだったら上を目指したい。男性に負けたくない。会社にどうすれば評価してもらえるのか。
自分のバリューは何かを考え、試験に臨んだ 。

製造業 10,001人以上
新卒で入った会社が若くしても課⾧に抜てきされたり、男女関係なく仕事を任される環境だったので、
管理職を身近に感じていた 。

サービス業 501~1,000人 自分で上司にかけ合った 。

サービス業 101~500人

産後復職してこれからは仕事でバリバリ働きたいと思っていたが、周囲の配慮により責任のある仕事が任されず、
後輩の男性が先に昇進した。それがとても悔しく、ほか部署の女性部⾧に相談したところ、
自分から手を上げなさいと言われて上司に直訴した。上司からは管理職になりたいと思っていると思わなかったと
言われて、すぐに管理職になることができた。それまでは、ちゃんと仕事で成果を出せばしかるべきポジションが
用意されると思っていたので、自分でアピールしないといけないとは思ったことがなかった 。

サービス業 1,001~5,000人 それ以外の選択肢を知らなかったというのが本音。サラリーマンたるもの目指していくべきという感じ 。
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調査結果【管理職を意識するようになったきっかけ・タイミング】

それまでの仕事の延⾧ととらえたため (回答数：17)
業界 社員規模 回答

不動産業 5,001～10,000人 営業で順調に業績も上がってリーダーを任されるようになった。仕事が楽しく、管理職を目指した。

製造業 1,001~5,000人 リーダーの時から同じ業務なので、特に管理職になって決意したという感じではない 。

サービス業 5,001～10,000人
リーダーの延⾧線上なので、キャリアを深め、高めていけると思った。
仲間と、みんなの力でやっていったほうがかなえたいこと、やりたいことを実現できると思った 。

昇格試験 (回答数：13)
業界 社員規模 回答

ソフトウェア/
情報サービス業 10,001人以上 上司推薦・評価・TOIEC・筆記試験

ポジションが空いたため (回答数：12)
業界 社員規模 回答

サービス業 1,001~5,000人 リーダーになった時、経験年数や業務精通の度合いからしても自分がなるしかないと思った 。

卸売り/小売業 1,001~5,000人
現在の会社に派遣で入社して1年後に正社員登用。
その後、上司が定年退職することになりポジションが空いたのでマネジャーに打診された 。
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調査結果【管理職を意識するようになったきっかけ・タイミング】

マネジメントに興味を持ったため (回答数：10)
業界 社員規模 回答

調査/
マーケティング関連 1,001~5,000人

リーダー業務を通じてマネジメントのおもしろさ、特に人を育てる楽しさを知った。
マネジャーを目指したいと考えるようになり、上司にも自分の営業成績だけでなくメンバーの成果や、
それに自分がどうかかわったかなど、管理職登用に向けてアピールするようにした 。

そのほか (回答数：5)
業界 社員規模 回答

不動産業 5,001～10,000人 ほかの社員に比べて仕事はできていると思っていたので、自然と管理職なれるものだと思っていた 。

サービス業 0~100人 評価とひもづいて自動的に管理職に上がった 。

金融/保険業 5,001～10,000人 転職で入社した先が管理職採用だった。
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調査結果【管理職登用前後のエピソード】

業界 社員規模 回答

サービス業 101~500人
リーダー業務に興味が出始めていたころ、たまたま上司が体調不良により入院してしまい、
職歴が⾧かった自分がマネジャーの代理を任されることになった。それまでは上司に文句を言っていればよかったが、
自分でいろいろと判断して決めないといけなくなり、大変さとともにおもしろさを感じた。

不動産業 5,001~10,000人 営業で順調に業績も上がってリーダーを任されるようになった。仕事が楽しく、管理職を目指した。

サービス業 5,001~10,000人
これまでは画一的な男性タイプのマネジャーが多かったが、社外から転職してきた人を見て、いろいろなタイプの
マネジメントを知ることができた。自分らしいスタイルでマネジメントすればいいと思えるようになった。

ソフトウェア/
情報サービス業 5,001~10,000人

誰よりも成績を残したいと思い、働いていたが、自分1人で達成率・成果を稼ぐには限界があると思った。
チームで動いたほうが、かなえたいことがかなえられると思った。

サービス業 101~500人
一般職のころから、役員と接する機会が多かったので、管理職の仕事はおもしろそうだと思っていた。
管理職になったほうが、対外的にもクライアントと対等に話せて、決められることも増え、
やりがいを感じられそうだと思った。

ソフトウェア/
情報サービス業 501~1,000人

リーダーの仕事と変わらないという話だったので受諾した。ただし実態は、人事考課・面談、
育成が明確なミッションになり、仕事内容は大幅に変わった。また、時間でしばられる働き方はしなくてよくなった。

サービス業 10,001人以上

ある日突然、上司から来月から管理職になってほしいと言われた。それまで自分はマネジメントに向いていないと
思っていたので断ろうか悩んでいた。同じタイミングで管理職になる同僚に相談したところ、
「管理職になったほうが見える世界があると思う。やってみてダメだったら降りればよい」
と言われてやってみようと思った。

不動産業 5,001~10,000人

中途入社1年目に同じ年齢の男性同僚がマネジャーになっていくのを見て、当然自分もそろそろ任命されると
思っていたが、任命されなかった。ショックを受け、役員に問いただしたところ、役員からは
「なりたいと思っているとは思わなかった」と言われ、その半年後に管理職になった。
男性社員には管理職意向を確認しないのに、女性社員は自分から言わないと管理職になれないのだと思った。
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サービス業 101~500人
大学受験の経験が原点となり、より大変なほうを選択するようにしている。
大変なほうを選択して後悔をしたことが1度もない。それ以上に得られるものがたくさんある。

金融/保険業 501~1,000人
女性の支社⾧は当時、片手で数えられるほどだった。女性が活躍できる文化をつくっていきたいと思い、
上を目指した。

製造業 10,001人以上 自分が管理職になるのは当然だと思っていた。

ソフトウェア/
情報サービス業 501~1,000人 想定はあまりしていなかったものの、評価してもらったことはうれしかった。

サービス業 1,001~5,000人 キャリアパスとしてそれ以外の選択肢がなかった。

調査結果【管理職登用前後のエピソード】
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調査結果【管理職として働くにあたり、後押しした風土・制度】

「年齢・性別に関係なくチャンスを与えてくれる風土」など風土が最多。

次いで、フレックス制度や在宅勤務制度といった、働きやすい環境となっている
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働きやすい環境

サポート体制

上司によるキャリア開発

周囲の理解

そのほか

風土

・年齢/性別に関係なくチャンスを与えてくれる風土
・ロールモデルが多い
・一定の年次になればリーダーやマネジャーを任される風土

働きやすい環境

・フレックス制度/在宅勤務制度/時短制度/週3勤務制度

サポート体制

・身近に相談できる存在/研修制度/メンター制度

上司によるキャリア開発

・上司によるキャリアプランの設定/育成上の配置

周囲の理解

・家庭と仕事の両立に理解があること

そのほか

・管理職でもマネジメント職/エキスパート職の2つがあり、
ライフステージや志向によってコースを変えられること

・管理職になる際、アシスタントをつけてくれたこと
© 2021 mog Co., Ltd.



【参考】調査結果「管理職として働くにあたり、後押しした風土・制度」

風土 (回答数：36)
業界 社員規模 回答

サービス業 1,001~5,000人
もともと男女関係なく裁量が任され、チャンスの多い会社。
自分で手を上げたり、会社都合など、異動しながらキャリアの幅を広げてきた。

不動産業 5,001~10,000人
女性管理職が多く、管理職の3割が女性。育児中の方もいて両立のイメージがある。
若い時から裁量を持った働き方ができるので実力次第。

卸売り/小売業 10,001人以上

年功序列のような感じはあるものの、若いうちからどんどん責任のある業務を任せてくれる風土。
新卒1～2年で店舗を任せてくれる。責任と権限は与えて、人の適性をしっかり見ていくというスタンス。
ジョブローテーションも定期的に実施している。若くてもしっかりできるようにマニュアルも整っていた。
すぐに相談できる上司もいたので安心だった。
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働きやすい環境 (回答数：18)
業界 社員規模 回答

製造業 0~100人
女性管理職比率が高く、グローバルでは約半分が女性管理職。働き方も柔軟で場所も時間も選んで働ける。
平日に美容院に行っても誰も何も言わない。

サービス業 0~100人
もともとコロナ前からリモートワークが進んでおり柔軟な働き方ができる。管理部門の社員は地方に在住しており、
1度もあったことがないが問題なく業務ができている。男性役員も育児参加しており家庭と仕事の両立にも理解が深い。

ソフトウェア/
情報サービス業 1,001~5,000人

1人目出産後、定期的に通院する必要があったため、会社の週3日出勤制度を使った。時短勤務で働く選択肢もあったが、
時短だと仕事途中で帰れないと思ったので週3日を選んだ。結果的には自分には合った働き方だったし、
周りも時短よりも「この日はMTG可能」と分かりやすくて良い気がした。

ソフトウェア/
情報サービス業 1,001~5,000人

約20年前に第1子を出産したが、当時から育休が整っており、復職できる環境だった。時短制度はなかったが
子育てしながら管理職として活躍するために、就業時間中の研修を就業時間として認めてくれたり、
派遣スタッフをアシスタントとしてつけてくれた。

【参考】調査結果「管理職として働くにあたり、後押しした風土・制度」
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サポート体制 (回答数：9)
業界 社員規模 回答

調査/
マーケティング関連 101~500人 課⾧同士のサポート

ソフトウェア/
情報サービス業 5,001~10,000人

定期的な管理職研修。一般職においても一定ランク以上の研修、1on1の研修。研修のみならず、横のつながり。
30歳前後の女性社員向け外部講師を招いた講演、エンゲージメント評価、チームごとのスコアリング、
組織の見える化など。

調査/
マーケティング関連 5,001~10,000人

社内のメンターに背中を押してもらった。会社としてメンター制度はあったが自分でお願いしたい人を選んだ。
その後、昇格した際も特に上司からの意思確認はなかったが、メンターにはずっとキャリアビジョンを
話していたのでそこから伝わっていたのだと思う。

上司によるキャリア開発 (回答数：7)
業界 社員規模 回答

製造業 1,001~5,000人
上司が段階的に管理職に向けてのキャリアステップを描いてくれたため、イメージができた。現在は女性管理職を増やす
ためにプレマネジメント研修やメンター制度が導入されているが、自分の時はなかった。
最初のリーダー着任のときに相談できる人がいたらよかったと思う。

製造業 10,001人以上 上司が育成上の異動配置をしてくれた。

【参考】調査結果「管理職として働くにあたり、後押しした風土・制度」
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周囲の理解 (回答数：7)
業界 社員規模 回答

調査/
マーケティング関連 1,001~5,000人

数年前に比べて女性管理職が増えてきている。
男性管理職も子育て中の人が増えて、部⾧であっても保育園のお迎えで帰るような社風になってきた。

そのほか (回答数：3)
業界 社員規模 回答

調査/
マーケティング関連 101~500人

管理職であっても部下なしの専門職としてのエキスパート職とメンバーを育成するマネジメント職の2つがあるのは
助かっている。ライフステージや役割によって変更できる。

【参考】調査結果「管理職として働くにあたり、後押しした風土・制度」
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調査結果【管理職のやりがい】

メンバーの育成を中心に管理職の仕事が楽しいという声が主。

一方で、管理職を降りることはネガティブな要素という声も少なからず存在
管理職の仕事が楽しいため

・メンバーの育成にやりがいを感じる
・今の仕事に意義を感じている
・マネジメントに喜びを感じる
・自分の成⾧の実感につながる
・適性があると感じる

新たな視野を得られたため

・経営に近づき、視座が高くなった
・メンバーの力を活かし、組織として成果を出せばいい

裁量を持てるため

・裁量を持って働くことができる
・時間の制約がある中でスケジュールをコントロールできる

女性の社会進出をサポートしたいため

・自分の働く姿を通じて、女性に限らず
社会進出していく人が増えていくことを後押ししたい

管理職を降りることはキャリアダウンになるため

・実力主義/成果主義なので、管理職を降りると、
負ける/評価が下がると思われる

・収入を下げたくない

そのほか

・相談できる人/サポートしてくれる存在がいる
・会社が好きで、恩返ししたい
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© 2021 mog Co., Ltd.



【参考】調査結果「管理職のやりがい」

管理職の仕事が楽しいため (回答数：46)
業界 社員規模 回答

調査/
マーケティング関連 5,001~10,000人

営業としてのスキルに自信がなかったが、やってみたら自分のスキルが足りなくてもメンバーの力を活かして
組織として成果を出せばいいのだと気がついた。メンバーの育成にかかわるのが楽しく、やりがいを感じている。

製造業 501~1,000人 仕事がとても楽しくなった。周りが協力的で、かつ自分の成⾧実感につながった。

サービス業 1,001~50,00人
好奇心旺盛で飽きっぽい自分には管理職が合っている。どんどん新しいことや攻めの姿勢が求められるのがおもしろい。
また、女性は傾聴力や受容力が高いので、マネジメントに向いていると思う。

新たな視野を得られたため (回答数：19)
業界 社員規模 回答

出版/印刷関連産業 101~5,00人
当初はなりたくなかった管理職だが、やってみたらムダだと思っていた会議も経営の視点が持てて楽しくなった。
自分なりのリーダーシップを発揮すればよいのだと気がついた。

出版/印刷関連産業 1,001~5,000人
チームで達成するゴールは個人とは違う大きな影響力を与えられることがとてもおもしろい。
1＋1＝10になれる（チームの成果の最大化）。メンバーの成⾧支援がおもしろい（自分のメンバーが全員年上）。

サービス業 10,001人以上
経営的な視点を持つことができ、ビジネスの成⾧に貢献できる点、メンバーの育成が楽しい点、
社外のネットワークができていろんな情報が入ってくる点。
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裁量を持てるため (回答数：14)
業界 社員規模 回答

ソフトウェア/
情報サービス業 1,001~5,000人 役職がつくと顧客も役職者以上がカウンターパートになるのでやりやすい。いろいろな判断も自分でできて裁量が大きい。

サービス業 1,001~5,000人
管理職をやってよかったと思うことが多い。時間のコントロールがしやすい、広い世界を見せてもらっている、
ビジネスマンとしての成⾧実感がある。ママになったからキャリアスピードが遅くなったという感じがない。

女性の社会進出をサポートしたいため (回答数：4)
業界 社員規模 回答

卸売り/小売業 10,001人以上
まだ会社には女性管理職が少ないので、結婚したり、子どもがいても働けるというロールモデルになりたいという
思いがある。役職を降りるという選択肢ももちろんあるが、それでもやってきたのは、
少しでもチャレンジしたいと思える女性を増やしたいという気持ちがあるから。

【参考】調査結果「管理職のやりがい」
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管理職を降りることはキャリアダウンになるため (回答数：2)
業界 社員規模 回答

卸売り/小売業 5,001~10,000人

まだ挑戦したいし、収入を下げたくない。管理職が適正かどうかも分からない。まだその程度しかやっていないので、い
ろいろやってみたい。世の中も女性管理職増やそうという流れなので乗っていきたい。
一方で、続けていきたいかと言われると微妙。通常業務の量は変わらないのにマネジメントの仕事が加わり、
特に産休前はつらかった。また、収入も思ったより増えず、想定とのギャップが大きい。
管理職になる前のほうがコスパがよかったと感じる。

そのほか (回答数：17)
業界 社員規模 回答

ソフトウェア/
情報サービス業 5,001～10,000人 メンバーに子育て中の社員が多く、理解があるため続けていられると思う。

サービス業 501～1,000人

会社や部署のことが好きで恩返ししたい。採用を経験したことから、自社に就職した社員が
入ってよかったと思える環境をつくりたい。メンバーが昇進したり表彰されたりして、表彰の場で感謝されるとうれしい。
実力主義・成果主義なので、管理職を降りると、負けた感じがする。周りから見ても評価が下がったと思われる。
プライドが許さない。

【参考】調査結果「管理職のやりがい」
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調査結果【今後女性管理職を増やす・定着させるために企業がすべきこと】

女性役員・管理職の増加がもっとも多く、次いで評価制度や⾧時間労働に

対する意識など、モチベーションを損なわない仕組みとなっている
女性役員/管理職の増加

・トップからのメッセージの発信/女性役員、管理職を増やす
・意識的な女性管理職の育成/女性管理職のロールモデル

モチベーションを損なわない意識/仕組み

・男女関係なく平等に評価すること
・時短でも評価される仕組みをつくる
・⾧時間勤務≠えらいこと、という意識の切り替え

管理職の魅力の発信

・マネジメントの楽しさを伝えるはたらきかけ
・チャレンジを恐れない風土の醸成

自分らしい働き方の整備

・フレックスや在宅勤務などによる働き方の整備
・家庭を優先に、仕事をセーブしたい場合は

管理職を降りるといった異動も可能とすること

周囲の理解とリスク管理

・いつでも休める環境づくりや休むリスクを意識した組織づくり
・相談できる環境

極端な配慮をしない風土

・平等にチャンスを与える
・unconsious biasを取り除けるような風土

男性の意識改革

・男性管理職のみでは見えない世界があることを企業は気づくべき
・男性の意識改革
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【参考】調査結果「今後女性管理職を増やす・定着させるために企業がすべきこと」

女性役員・管理職の増加 (回答数：31)
業界 社員規模 回答

サービス業 101~500人
役員や上級管理職が女性活躍に対して、本気で、柔軟に考えているかどうかだと思う。役員の中には、
グローバル企業ということもあり本気で必要と思っている人もいるが、現場ばかり見てきた管理職の中には
100％稼働できないと一人前じゃないと思っている人もいる。現場だけでなく経営観点を持てるかどうかだとも思う。

サービス業 1,001~5,000人
女性を特別扱いするくらいでないと増えない印象。現職でも機会の平等さはあるものの、
女性のほうが自己肯定感が低い・意思を表明しにくいので、後押しする必要性を感じる。

ソフトウェア/
情報サービス業 5,001~10,000人

これまではジェンダーで語ることが嫌いだったが、最近はマイノリティが発言権を得るために一定数を増やすことが
必要だと感じるようになった。取り組みとしては女性管理職・役員が下の代を育てる・引き上げる施策が必要だと思う。
かばん持ちをさせるなど。

モチベーションを損なわない仕組み (回答数：29)
業界 社員規模 回答

金融/保険業 5,001~10,000人 制約のある人材が不利になるような制度ではなく、アウトプット内容で評価される仕組みになってほしい。

サービス業 5,001~10,000人
⾧時間労働の是正はもちろんのこと、評価制度を変えるべき。⾧時間労働すれば成果が出せる、
という仕組みだと時短の女性は活躍できない。成果を評価すべき。
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管理職の魅力の発信 (回答数：21)
業界 社員規模 回答

サービス業 10,001人以上
女性自身が管理職の魅力を知ったほうがいい。管理職になったことで視野が広がり、成⾧を感じている。
自分も最初に打診された時は管理職は大変そう、というイメージしかなかった。

サービス業 101~500人

女性に管理職のおもしろさ、魅力を伝えたい。たとえば管理職になると、チームで成果を出すことを考えればいいので
個力で戦わなくて済む。また、男性管理職とは違うマネジメントスタイルや、個性を活かしたリーダーシップを
発揮すればいいと伝えたい。男性部下を管理職にする時は「あなたに期待しているよ」と伝えるが、
女性は理想像が強いので「そのままで大丈夫だから管理職やってみたら」と伝えている。

自分らしい働き方の整備 (回答数：17)
業界 社員規模 回答

サービス業 10,001人以上 リモートワーク。女性に限らず、社畜のように働かなくてよい環境があるといい。

サービス業 0~100人
1回管理職を降りても、また管理職に戻れる、組織としての柔軟性。期限つきで管理職を降りることができたらいい。
育休から戻った時など、少し練習したい。

【参考】調査結果「今後女性管理職を増やす・定着させるために企業がすべきこと」
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周囲の理解とリスク管理 (回答数：15)
業界 社員規模 回答

サービス業 10,001人以上 マネジャー補佐のような別階級を用意する。エリアマネジャーのような形で全体補佐をしてくれる人がいたらいい。

製造業 5,001~10,000人
いつでも休めることが当たり前になる会社になるといい。突発的な休みが発生するのは誰でもありうるのに、
業務が属人的になっている。

金融/保険業 501~1,000人
役員など上級管理職に女性が欲しい。上級管理職になるほど女性比率が少なくなるので、キャリアを積んでいく
イメージが持てない。自分もメンターが欲しいと思うことがあり、社内ではなく社外で、広い視点でアドバイス
してくれる人がいたらいいなと思う。

極端な配慮をしない風土 (回答数：10)
業界 社員規模 回答

サービス業 1,001～5,000人

女性のライフイベント、特に出産のタイミングを気にせずに背中を押すこと。部下の女性に管理職登用を打診したら
第2子を考えていることを理由に断られた。「退職と違って出産は分かってから半年あるので組織として
対応できるから大丈夫。チャンスがあるならまずは飛び込んでみたら」と打診した。結局着任して半年で妊娠・出産
となったが、もちろん背中を押したことは後悔していないし、復職したらまた周りに頼りながら活躍してもらえれば
いいと思う。

ソフトウェア/
情報サービス業 5,001～10,000人 無意識のバイアスの撤廃。女性、ママはこうだからという意識を会社側も個人側も撤廃する。

【参考】調査結果「今後女性管理職を増やす・定着させるために企業がすべきこと」
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男性の意識改革 (回答数：10)

業界 社員規模 回答

サービス業 101~500人
1社目は社風が男性社会で、女性役員がおらず、会社で決議されることに対して不信感があった。
男性管理職だけだと見えている世界に限界があると思う。

金融/保険業 5,001~10,000人

若い世代の感覚をおじさんたちは分かったほうがいい。以前は男性は仕事を休まないことが普通だったが、働く母親が
増える中で、子どもの急な発熱などにより休まなければいけない男性も増えてきた。また、ワークライフバランス
のほうが大事という若者が増えてきている。そういう感覚を持った子たちがいることを実感しておらず、
50代の職業観念を押しつけがち。女性管理職が少ないのが問題なのではなく、男性がスキルもないのに管理職になる
ほうが問題だと感じている。

サービス業 1,001~5,000人

部下に子育て中の女性管理職がいるが、同僚や部下が「なんで俺たちが尻ぬぐいしなきゃいけないんだよ」と
言っているのを聞いた。そういう意識で働いていたら女性管理職は増えない。男性も管理職なのであれば
仕組みで改善すべきだし、デリカシーのない発言がどれだけ女性社員を傷つけているか考えたほうがいい。
男性管理職への意識改革が1番重要だと思う。

【参考】調査結果「今後女性管理職を増やす・定着させるために企業がすべきこと」
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そのほか (回答数：24)

業界 社員規模 回答

ソフトウェア/
情報サービス業 101~500人

管理職として求められることや、自分らしいリーダーシップについての研修の機会があるといいと思った。
自分の場合は一切の説明もなく、やりながら試行錯誤した感じ。
管理職とは、ということから考える機会があったほうがいい。

ソフトウェア/
情報サービス業 1,001~5,000人

中間管理職はいろいろな業務を追わなければいけないので、いかに仕組みでカバーするかが肝。管理職の役割を明確
化・分解し、組織マネジメント、業務マネジメント、ピープルマネジメントを考えていく必要がある。
今後社員が自律型人材になっていけば、管理職の負担は減るので、そこに注力するのも1つの方法。
管理職の時間リソースは限られている。

調査/
マーケティング関連 5,001~10,000人

昇格試験が年1回だったので産後4カ月で復職した。年度途中で通常保育園には入れないが、会社が契約している
保育園があるおかげで子どもを預けられた。18時以降に重要な会議が設定されることが多くて困っていたが、
子育てとの両立が難しい旨を会社に伝えたところ会議は18時までというルールになった。

ソフトウェア/
情報サービス業 5,001~10,000人

会社として女性管理職を増やしたいのか、能力に満たない人をマネジャーにしているケースがある。
本人も配下メンバーも不幸だと思う。会社は女性管理職の数を増やしたいのだと思うが、
そもそも女性社員の比率が高くないので無理が生じている。

【参考】調査結果「今後女性管理職を増やす・定着させるために企業がすべきこと」
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課題の整理

企業側の課題 今回の調査で顕在化した課題
有効と思われる打ち手

女性社員自身

会社の制度・文化

経営陣・上級管理職

管理職への意欲が低い

管理職相当の能力を有
する女性が存在しない

育児により労働時間に
制約がある社員への対応

経営層・男性管理職の
取り組み意識が低い

管理職になる魅力や
メリットが分からず不安の方が大きい

自己評価が低く自分から手をあげない

男性的リーダーシップ・働き方ができる女性リーダー
を求めている

時間・場所の制約に関係なく働けるための仕組みが
整っていない

異動配置・昇進など
成⾧・育成の機会が提供できていない

女性に対して無意識的な言動が行われている

社外を含めた、
女性管理職・リーダーとの交流

上級管理職やメンターによる
意識的に引き上げるコミュニケーション

管理職登用における
評価項目・プロセスの見直し

働き方改革の推進・制度の導入

異動配置・教育機会の提供

アンコンシャスバイアス・評価者・
コンプライアンス研修の実施

女性管理職を増やすための課題の整理と打ち手
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株式会社mog 会社概要

社名 株式会社mog (英語名 ： mog CO.,Ltd.)

設立日 2019年4月1日

本社事業所 東京都渋谷区上原1-3-9

代表者 稲田 明恵

資本金 500万円
内訳（経営陣90％、GOB Incubation Partners株式会社10 %）

事業内容 有料職業紹介、研修の実施、求人広告事業等

社員数 5名
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お問い合わせ

本調査に関するお問い合わせ・取材のご依頼は
mogofficial@mog-career.co.jp
070-3149-8319（担当：岡）

までご連絡ください。
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